
Hello!NEW新居浜 FM78.0 

令和 2年度 放送番組審議会 議事録 

 

実施日時：令和 3 年 3 月 30日（火）14:00～15:00 

会  場：新居浜テレコムプラザ 3F 

出 席 者： 

（委員）※五十音順 

・曽根 啓夫  委員（全日本宣伝放送 代表取締役社長） 

・高橋 幸宏  委員（西条市役所 経営戦略部 シティプロモーション推進課） 

・三沢 清人  委員（新居浜市観光協会 専務理事） 

・山本 知輝  委員（新居浜市役所 秘書広報課） 

 

※メール参加 

・鴻上 智保子 委員（NPO法人さしあげプロジェクト 理事） 

 

（放送事業者側） 

・代表取締役社長 伊藤直人 

・取締役     渡邊由佳 

・コンテンツ局 局長  井上和志 

 

 

■開会あいさつ    株式会社ハートネットワーク 

           取締役  渡邊 由佳 

 

コロナ禍により開催時期を検討していた関係もあり、年度末の開催となった。 

皆様からの意見・感想をいただきながら今後の番組制作づくりにいかしていきたい。 

 

 

 

■FM ラジオ放送番組放送紹介  コンテンツ局   局長  井上和志 

昨年 10 月の組織改編でテレビとラジオが連携しやすい体制となり、同時放送が増えた 1年

となった。 

 

・番組数 27 番組（54.5h） 

生放送は 5 番組（にいはま朝録れラジオ、Hello!NEW 新居浜 LIVE、あかがね放送局・

Hello!NEW新居浜ワイド「NEW WAVE」、NonNomのナニコレ発見） 



収録番組は22番組（市民パーソナリティ等が自ら納品またはスタジオで収録するスタイル） 

・当社社員・市民ボランティアの他、高見知佳さん・ひめころん・山本清文さんらが出演 

 

・3 月現在で市民ボランティアは 22 名 

（市政だより12月号で特集を組んでいただいたことでボランティアに参加したいという方

が増えている） 

 

・ココロ音ラジオ「和音」 

新居浜市子育て応援番組制作事業実行委員会による番組。 

プレゼンター：山本清文さん 

ディレクター：乗松佳洲彦さん（南海放送ラジオ等で活躍） 

 

皆さんから寄せられたお子さんの笑い声・歌・おしゃべりなどを散りばめながら、様々な世

代の方から「子どもの頃の幸せな記憶」を語っていただいたり、子育て支援に関する情報を

発信。 

「爆笑問題」や「tupera tupera」等、著名人からのコメントもいただいた。 

 

【生放送】 

・ゆらぎの森のコンサート（イベント中継） 

・プロ野球について語らナイト（大西弘剛さん、山本清文さん） 

・ゆくとしくるとし（テレビ同時生放送） 

・七福芋マルシェ 

・女性お仕事フェスタ 2021 

・あかがねポイント 30%還元 CP 各店舗から中継 

・3.11 災特別番組（東海大学と Zoom中継等） 

 

今月末に OPENするワクリエ新居浜では生放送でラジオドラマを制作しようと計画中 

 

 

＜各委員からの意見と放送事業者側の回答＞ 

・通常の放送はもちろん、災害発生時にという大きな使命をもっていただいている。関心

を持っていただいている方が増えていってほしい。市政だよりで運営に関わるスタッフ

が増えているというのはうれしい。 

・聞くのは主に通勤の車の中か市役所庁舎内、他番組では radikoが聞きやすい。 

・歌謡曲が流れている時間もあり懐かしく感じている。 

・ワクリエで行うラジオドラマに興味がある。是非聞いてみたい。ドラマは収録が多いよ



うな気がするが、生で行う理由は。おもしろい。 

→たくさんの人に聞いてもらいたいという意図もあるが、企画の山本清文さんは演劇をさ

れている方で、様々なワークショップ等を経験・指導している。そういった現場で培って

いるものを作品にしようという取組み。生ならではの面白さができるのでは。 

・防災の役割ということだが、過去に有事で放送したことは？ 

→主に台風の接近等により警報や避難勧告等が発令される場合には、新居浜市からいただ

く情報を定時放送した。 

・SNS で clubhouseが流行っているが、クラブハウスのように気軽に参加できるとおもし

ろいのでは。色んな人やことを巻きこんでいってもらいたい。 

→コミュニティの場合は大型の番組と違って、メールを読んでもらえる確率はほぼ

100%。どんどん番組に参加してもらえるようにしたい。 

・子育て番組など、幅広い層に聞いていただけるよう取り組んでいると感じた。 

・コロナ禍の中で改めてラジオの力に光が当たったように思う。 

・新年度で個性的な市民パーソナリティが増えたことで、新居浜市民にとってもラジオが

身近になり、知ってる人や身近なまちの話題が増えており、楽しみにしているとの声が自

身にも届いている。 

・より市民を惹きつけていくためにも、各パーソナリティのスキルをアップが必要。 

できればハートネットワークのアナウンサーさんを講師として、話し方についてや、つか

ってはならないワードなどについて研修があると、パーソナリティもより安心して話す事

もでき、また聴く側も安心して楽しんで視聴できるようになるのではないかと思う。  

・ジェンダーの問題についても、無意識にワードを使うことによっては、性差別や性別役

割分担の押し付けなどが再生産されることにもなる。それらが拡散されないようにするの

もラジオの公器としての使命かと思う。 

 

 

■閉会あいさつ    株式会社ハートネットワーク 

           代表取締役社長 伊藤 直人 

 

今期はラジオを放送するだけでなく、イベント自体を運営していながら、その中でラジオ

を通じてその様子をお伝えするということを強化した。併せてイベントの司会等も行って

いくことも考えている。防災に特化したところから始まったが、地域の方とのふれあい

等、新しい役割を見つけつつある。ご意見をいただきながら地域発展のために活動してい

きたい。 

 

 

  以 上 


